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１２月２５日幹事間折衝開催

「大阪修繕車両所における作業時の感染症対策」に対する

会社回答を幹事間で受ける！

《申し入れに対する会社回答》

１．会社として、水封装置関連作業や嘔吐物処理作業時のノロウイルスやその他病原菌

からの感染予防対策はどのようになっているのか、具体的に明らかにすること。

【回答】大阪修繕車両所では、日頃から水封関係の作業をする際に、社員に対して汚水

をかぶらないように注意して手袋やマスク等の必要な保護具を着用するよう指

導している。保護具に関しては、マスク、ビニール手袋、ツナギ、カッパを用

意している。汚水がかかった際は、作業終了後に管理者の立ち会いでシャワー

の使用を認めている。

２．会社として、ノロウイルス、インフルエンザなどのウイルス感染、集団感染予防対

策について基本的な考え方を明らかにすること。

【回答】季節性インフルエンザについては業務の安定的遂行を目的として、社員を対象

に予防接種を実施している。ウィルス感染予防対策として、流行に応じて健康

管理センターからの情報提供、安全衛生委員会等での注意喚起を実施し、手洗

い・うがい等を慫慂している。新型インフルエンザ対策については、国・自治

体などが策定している行動計画やガイドライン等をふまえ、必要な対策を講じ

ている。また、新型インフルエンザ発生にふまえて、全社員に対して必要数の

備蓄品（マスク、消毒液など）を配備済みである。今後も、関係機関等からの

情報収集を行うと共に、感染状況等の推移を注意深く見守り、必要な対応を行

っていく。

３．鳥飼車両所でノロウイルスその他病原菌に感染した社員が発生した場合、どのよう

な対応を会社は考えているのか明らかにされたい。

【回答】ノロウィルス等に感染したか否かは会社では判断できないため、その社員の状

況を見て、必要により隔離をしたり、救急車の手配をする事になる。また、仮

にノロウィルス等に感染したということであれば、保健所の指導に従い、職場

等の殺菌処理等を行うことになる。

４．ノロウイルスなど、ウイルス等に感染する恐れのある作業を行う場合、使い捨て手

袋、使い捨てマスク、使い捨てエプロンなど感染防護物品を社員の希望に応じて使
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用させること。

【回答】大阪修繕車両所では、水封関係の作業をする際の保護具に関しては、ビニール

手袋、マスク、ツナギ、カッパを用意している。

《若干の議論》

組合：喫緊の課題につき回答は受け取った。持ち帰り検討する。

会社：了解。

以上


